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１．１．１．１．        背景と目的背景と目的背景と目的背景と目的    
 オブジェクトの協調動作を行う場合，オブジェクト間の矛盾性
を無くすためにデザインパターンのObserverモデル[1]が使われ
ている． 

Observerモデルはobserverをsubjectに登録し，subjectが変
更されるたびにobserverに通知する機構である．例えば，図1
のように一つのデータに対して複数の画面表示を行いたいとき
や，MVCモデルのModelとView間で表示内容の更新を行うと
きなどに頻繁に使われている． 

 

 
図１   Observerモデル 

 
しかし，subject のデータが変更されるたびに    subject－

observer間で表示内容の問い合せ（ポーリング）を行わなくては
ならず，コミュニケーション量が増大するといった問題が生じる． 
 これらの問題を解決するために，observer側の状態を監視する
メソッドを送信し，subject側に登録するための機構が考案され
ている[2]．しかしながら，具体的に実装されたものは現在見当た
らない．本研究では試作システムを作成し，実装上の問題点を明
らかにすることを目的とする． 
２．２．２．２．        研究内容研究内容研究内容研究内容    
 本研究では，上記の問題を解決するためにメソッドを送信・登
録するための機構を持ったインタプリタを開発した（図２参照）． 
 

 
図２   試作システムの機構 

 

  
  メソッドにregistableタグを付加した場合，コンパイル時に宣
言されていない属性が現れてもコンパイルエラーを起こさない．
そして，実行時にメソッドの登録を行うと，宣言されていない属
性と登録先の属性とでマッチングを行い，不一致の場合，実行エ
ラーとなる．登録されたメソッドは登録先でevaluateステート
メントを実行するたびに実行し，任意にメッセージの返信を行う
ことができる． 
３．３．３．３．        試作システムの機能試作システムの機能試作システムの機能試作システムの機能    
試作システムでは，オブジェクト指向インタプリタに次の機能
を追加した． 
（１）メソッドを送るための機能 
（２）メソッドを登録するための機能 
（３）実行時に登録可能か、変数のマッチングをする機能 
（４）登録してあるメソッドを評価する機能 
インタプリタはスタンドアローン環境としたが，将来的にコン
ピュータ間での協調動作も視野に入れた機能となっている． 
４．４．４．４．        検討検討検討検討    
インタプリタの試作によって，次の様な問題点が明らかになっ
た． 
（１）登録先のメソッド中で使用する属性へのアクセス 
   頻繁に属性にアクセスするメソッドを登録すると，オブジェク
ト間のトラフィックが逆に増大してしまう可能性がある．登録す
るメソッドは，可能な限り登録元の属性にはアクセスしないほう
がよい． 
（２）登録元に対するセキュリティ保護 
   登録したメソッドは，登録先のすべての属性にアクセス可能で
ある．このままでは登録先のデータを自由に更新したり，登録元
に本来公開したくないデータまで見えてしまう．読み込み専用，
読み書き可，読み書き不可などのアクセス制御が必要である． 
５．５．５．５．        今後の課題今後の課題今後の課題今後の課題    
  本研究でオブサーバブル・モデルを実装したインタプリタを開
発し問題点を明らかにした．しかし，コンピュータ間でのオブサ
ーバブル・モデルを考えた場合，バイトコードを使用していない
とメソッドの送信ができないという問題が残されている． 
今回の試作システムで明らかになった問題点を考慮し，試作シ
ステムに改良を加える必要がある． 
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